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ス
ポ
ー
ツ
情
報

石岡運動公園
☎26-7210

八郷総合
運動公園
☎43-6884

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

優　

勝　

か
す
み
が
う
ら
北
中
学
校

準
優
勝　

柿
岡
中
学
校

第
３
位　

石
岡
中
学
校

第
３
位　

八
郷
南
中
学
校

近
隣
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

８
月
９
日

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

優　

勝　

杉
並
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ

第
３
位　

府
中
エ
ン
ジ
ェ
ル

夏
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

８
月
２
日

７
月
８
日　

常
陸
野
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会　

準
優
勝　

あ
お
ば
チ
ー
ム

第
３
位　

鹿
の
子
チ
ー
ム

７
月
14
日　

３
市
交
流
会　

優　

勝　

石
岡
城
南
ラ
ン
ド
ム
チ
ー
ム

準
優
勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム

第
３
位　

栄
松
チ
ー
ム

７
月
23
日　

美
野
里
荘
決
勝
大
会

準
優
勝　

石
岡
城
南
チ
ー
ム

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
７
月
の
結
果

７
月
22
日

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ 
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡

＊
男
子
の
部

優　

勝　

酒
井　

武
雄

準
優
勝　

関　

常
助

第
３
位　

石
毛　

弘

＊
女
子
の
部

優　

勝　

武
井　

久
美
子

準
優
勝　

高
砂　

歌
子

第
３
位　

竹
内　

勝
子

日
時　

10
月
18
日
（
日
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分 

受
付　

　
　
　

午
前
９
時 

試
合
開
始

※
予
備
日 

10
月
25
日
（
日
）

会
場

柏
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
高
校
生
以
上
の
方

参
加
費　

１
ペ
ア 

１
０
０
０
円

申
込
方
法　

当
日
受
付
し
ま
す

試
合
方
法　

男
女
別
ダ
ブ
ル
ス
の

リ
ー
グ
戦

問
い
合
わ
せ　

石
岡
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

連
盟
事
務
局
（
小
島
）

☎
２
２
・
２
４
１
３

秋
季
市
民

　ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

日
時　

11
月
１
日
（
日
） 

　
　
　

午
前
８
時
30
分 

受
付

　
　
　

午
前
９
時 

試
合
開
始

※
予
備
日 

11
月
３
日
（
火
）

市
民
秋
季
テ
ニ
ス
大
会

会
場　

柏
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
費　

１
チ
ー
ム 

２
５
０
０
円

試
合
方
法　

男
女
別
ダ
ブ
ル
ス

※
参
加
人
数
に
よ
り
、
リ
ー
グ
戦
ま

た
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
決
定
。

申
込
締
切　

10
月
24
日
（
土
）
厳
守

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
・
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

ア
レ
ッ

ク
ス
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
事
務
局（
松
塚
）

☎
０
９
０
・
３
０
９
４
・
４
４
４
３

℻  
２
３
・
５
５
６
６

　

sasu
ke_1

1
_2
3
@
arom

a.
ocn.ne.jp

ミ
ニ
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
教
室

日
時　

10
月
24
日
〜
12
月
12
日
の
毎

週
土
曜
日　

全
７
回（
11
月
７
日
除
く
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

八
郷
総
合
運
動
公
園

募
集
人
員　

市
内
在
住
の
小
学
４
〜

６
年
生　

40
名
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
）　

参
加
費　

１
０
０
０
円
（
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
料
を
含
み
ま
す
）

持
参
す
る
も
の　

体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、
水
筒

申
込
方
法　

参
加
費
を
添
え
て
、
石

岡
運
動
公
園
ま
た
は
八
郷
総
合
運
動

公
園
に
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

10
月
18
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ　

八
郷
総
合
運
動
公
園

☎
４
３
・
６
８
８
４

問
い
合
わ
せ

　

石
岡
市
剣
道
連
盟

　
　

事
務
局　

鈴
木 

隆
之

　

石
岡
市
柿
岡
２
０
３
１

　

☎
４
３
・
０
３
７
０

石
岡
市
体
育
協
会  

各
部
紹
介

剣
道
部

　

石
岡
市
剣
道
連
盟
は
、
体
育
協
会

剣
道
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
当
連

盟
で
は
、
剣
道
の
普
及
と
幼
年
少
の

技
術
向
上
を
目
指
し
、
毎
月
１
回
合

同
稽
古
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
随
時
講
習
会
を
開
催
し
、

会
員
の
技
術
向
上
と
知
識
の
統
一
や

親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

一
緒
に
、剣
道
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

広報いしおか　№９６　１６



身
分
証
明
書
を
持
参
し
、
市
役
所 

市

民
課
ま
た
は
八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓

口
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
が
な
い

場
合
は
、
郵
便
で
の
照
会
に
な
る
た

め
、
即
日
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

　　

自
動
交
付
機
で
取
り
扱
う
税
務
証

明
書
は
、
窓
口
で
発
行
す
る
も
の
と

比
べ
て
制
限
が
あ
り
、
次
の
内
容
の

よ
う
に
発
行
で
き
な
い
場
合
が
あ
る

の
で
、
注
意
く
だ
さ
い
。

●
所
得
証
明
書
、
課
税･

非
課
税

証
明
書

・
未
申
告
の
場
合
（
親
族
の
扶
養
家

族
に
な
っ
て
い
る
方
を
含
み
ま
す
）

８月の差押件数

不動産 3件

預　金 28件

動　産 2件

合　計 33件

21 年度累計 198件

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
そ
う
、
あ
な
た
の  

税

　

自
動
交
付
機
か
ら
と
れ
る
税
務
証

明
書
は
、
次
の
証
明
書
で
す
。

・
所
得
証
明
書

・
住
民
税
課
税
証
明
書

・
住
民
税
非
課
税
証
明
書

・
市
税
納
税
証
明
書　

・
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書（
車
検
用
）

・
軽
自
動
車
税
用
住
所
証
明
書

対
象
に
な
る
税
務
証
明
書

11
月
上
旬
〜

税
務
証
明
書
の
一
部
が

　自
動
交
付
機
か
ら
と
れ
る
よ
う
に
！

市
役
所 

収
納
特
別
対
策
室

夜
間　

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　

午
後
５
時
30
分
〜
７
時

休
日　

毎
週
土
曜
日

　
　
　
（
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
詳
し
く
は
、
収
納
特
別
対
策
室
へ

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
）

納
税
相
談
・
納
付
受
付

納
期
限
内
の
納
税
を
！

滞
納
の
な
い
ま
ち
づ
く
り

　

市
で
は
、
納
税
の
公
平
性
を
保
つ

た
め
、
ま
た
大
切
な
財
源
を
確
保
す

る
た
め
に
、滞
納
処
分
（
差
押
な
ど
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

滞
納
は
、
納
税
者
に
と
っ
て
不
利

益
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
市
に

と
っ
て
も
大
き
な
損
失
と
な
り
ま

す
。
税
金
の
未
納
が
あ
る
方
は
、
早

急
に
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

未
納
分
を
一
括
し
て
納
付
で
き
な

い
場
合
は
、
早
く
完
納
で
き
る
よ
う

に
納
税
相
談
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
収
納
特
別
対
策
室
ま
で
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

現
在
、「
印
鑑
証
明
書
」
や
「
住
民
票
」
を
発
行
で
き
る
自

動
交
付
機
は
市
役
所
、
八
郷
総
合
支
所
、
東
地
区
・
城
南
地
区

公
民
館
、
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

　

11
月
２
日
か
ら
は
市
役
所
と
八
郷
総
合
支
所
で
、
11
月
４
日

か
ら
は
、
そ
れ
以
外
の
施
設
で
税
務
証
明
書
の
一
部
が
と
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

証
明
書
を
と
る
に
は

注
意
事
項

　

税
務
証
明
書
を
と
る
に
は
、「
い

し
お
か
市
民
カ
ー
ド
」が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
る
方
で
も
、
自
動
交
付
機
か
ら
証

明
書
を
と
る
た
め
に
暗
証
番
号
の
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
（
軽
自
動
車

税
用
住
所
証
明
書
を
除
く
）。

　

暗
証
番
号
の
申
請
受
付
開
始
は
、

11
月
２
日
か
ら
に
な
り
ま
す
。「
い

し
お
か
市
民
カ
ー
ド
」
と
認
め
印
、

運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
本

人
が
確
認
で
き
る
写
真
付
き
の
公
的

・
世
帯
分
用
証
明
書

・ 

証
明
年
度
は
、２
年
度
分
の
み
（
現

年
度
と
そ
の
前
年
度
）
の
た
め
、
そ

れ
以
前
の
年
度
分

●
納
税
証
明
書
・
軽
自
動
車
税
納

税
証
明
書
（
車
検
用
）

・
１
週
間
以
内
に
納
付
し
た
分
の
納

税
額
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
場
合
は
、

約
１
か
月
前
か
ら
の
分
）

※
ほ
か
に
も
、
税
務
証
明
書
を
自
動

交
付
機
か
ら
発
行
す
る
場
合
に
は
、

あ
る
程
度
制
限
さ
れ
る
部
分
が
あ
り

ま
す
。
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
電
話
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
税
務
証
明
書
に
関
し
て
は

市
役
所 

税
務
課 

市
民
税
担
当

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
７
）

・
市
民
カ
ー
ド
に
関
し
て
は

市
役
所 

市
民
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
２
）

自動交付機（市役所）

＊
「
い
し
お
か
市
民
カ
ー
ド
」
を
新

た
に
発
行
す
る
に
は
、運
転
免
許
証
・

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
本
人
が
確
認
で
き

る
写
真
付
き
の
公
的
身
分
証
明
書
が

必
要
で
す
。
同
時
に
印
鑑
登
録
も
す

る
方
は
、実
印
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
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★★

★
ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き

教
室
は
随
時
受
付
中

石
岡
地
区

★★

★
ポ
リ
オ
（
急
性
灰
白

髄
炎
）
予
防
接
種 

★
生
活
習
慣
改
善
の

　

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す

　

生
活
習
慣
の
振
り
返
り
や
改
善

は
、
健
康
へ
の
大
き
な
一
歩
で
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
職
（
保

健
師
・
栄
養
士
）
が
、
あ
な
た
の
生

活
習
慣
の
改
善
を
手
伝
い
ま
す
。
健

診
結
果
や
生
活
習
慣
の
振
り
返
り
を

し
て
、
改
善
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？ 

費
用
は
無
料
で

す
の
で
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
・
内
容
】
＊
申
込
制

10
月
７
日
（
水
）

・
午
前
９
時
30
分
～
11
時

★
対
象
者
は
子
宮
頸
が

ん
・
乳
が
ん
検
診
が
無
料

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業

　

こ
の
度
、

女
性
特
有
の

が
ん
検
診
推

進
事
業
が
全

国
で
実
施
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
対
象
者

と
検
診
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

該
当
す
る
方
に
は
、
無
料
で
受
診
で

き
る
ク
ー
ポ
ン
券
と
検
診
手
帳
、
受

診
案
内
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
検
診
の

受
診
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
送
付
さ

れ
る
案
内
を
参
照
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
事
業
の
対
象
者
以
外
の
方
で

子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
を

希
望
す
る
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の

年
間
予
定
表
や
市
報
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
な
ど
で
確
認
す
る
か
、
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
間
】

・
10
月
１
日
（
木
）
～
平
成
22
年
２

月
28
日
（
日
）

【
対
象
と
な
る
検
診
・
対
象
者
】

６
月
30
日
現
在
、
石
岡
市
に
住
民
票

が
あ
り
、
次
の
要
件
（
誕
生
日
）
に

該
当
す
る
方

①
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
子
宮
頸
部

細
胞
診
検
査
）
対
象
者

・
昭
和
63
年
４
月
２
日
～
平
成
元
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

・
昭
和
58
年
４
月
２
日
～
59
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方

・
昭
和
53
年
４
月
２
日
～
54
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方

・
昭
和
48
年
４
月
２
日
～
49
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方

・
昭
和
43
年
４
月
２
日
～
44
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方

②
乳
が
ん
検
診
対
象
者

・
昭
和
43
年
４
月
２
日
～
44
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方

・
昭
和
38
年
４
月
２
日
～
39
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方

・
昭
和
33
年
４
月
２
日
～
34
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方

・
昭
和
28
年
４
月
２
日
～
29
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方

・
昭
和
23
年
４
月
２
日
～
24
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方

※
医
療
機
関
検
診
は
視
触
診
と
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
で
、
集
団
検
診
は

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
の
み
で
す
。

※
こ
の
事
業
の
対
象
者
で
、
４
月
１

日
以
降
す
で
に
市
の
子
宮
頸
が
ん
検

診
や
乳
が
ん
検
診
を
受
診
さ
れ
た
方

に
は
、
負
担
金
を
返
金
し
ま
す
。
手

続
き
方
法
は
、
送
付
さ
れ
た
お
知
ら

せ
を
参
照
く
だ
さ
い
。
な
お
、
乳
房

超
音
波
検
診
や
人
間
ド
ッ
ク
で
の
検

診
は
、
本
事
業
の
対
象
外
で
す
の
で

返
金
で
き
ま
せ
ん
。

・
歯
科
衛
生
士
の
無
料
相
談
あ
り

10
月
８
日
（
木
）

・
午
後
１
時
～
３
時

・
医
師
の
無
料
相
談
あ
り

【
会
場
】
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

【
申
込
方
法
】
電
話
か
来
所
で
申
し

込
み
願
い
ま
す
。

※
日
程
が
合
わ
な
い
方
は
、
相
談
く

だ
さ
い
。

　

石
岡
地
区
の
ピ

カ
ピ
カ
歯
み
が
き

教
室
の
申
し
込
み

を
随
時
受
け
付
け

ま
す
。

【
日
時
】
10
月
７
日
（
水
）

・
午
後
１
時
45
分
～
２
時
受
付　

※
２
歳
児
母
子
歯
科
健
診
と
同
時
に

実
施
し
ま
す
。

【
定
員
】
15
人

【
内
容
】歯
科
診
察
・
歯
み
が
き
指
導
・

フ
ッ
化
物
塗
布

【
対
象
】
永
久
歯
が
生
え
て
い
る
未

就
学
児

【
会
場
】
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　
　

※
八
郷
地
区
は
12
月
に
実
施
予
定
。

【
対
象
】 

生
後
３
か
月
～
90
か
月
未

満
の
者

【
日
時
・
会
場
】

 

＊
石
岡
地
区　

・
午
後
1
時
30
分
～
２
時
15
分 

受
付

実　

施　

日

会　
　
　

場

10
月

１
日

城
南
地
区
公
民
館

９
・
16
日
東
地
区
公
民
館

14
・
22
日
石
岡
市
民
会
館

28
日

石
岡
保
健

　
　

 

セ
ン
タ
ー

＊
八
郷
地
区　

・
午
後
１
時
30
分
～
２
時 

受
付

・
10
月
８
・
13
・
23
日

　
　
　
　
　
　

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

【
回
数
】
２
回
（
５
月
・
10
月
に
そ

れ
ぞ
れ
１
回
投
与
）

【
持
参
す
る
物
】 

母
子
健
康
手
帳

※
外
国
人
の
方
は
、
外
国
人
登
録
証

明
書
。

＊
ワ
ク
チ
ン
投
与
の
30
分
前
後
は
飲

食
を
さ
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
発
熱
や
下
痢
を
し
て
い
る
場
合
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

広報いしおか　№９６　１８

健
康
ガ
イ
ド

★
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
２
４・１
３
８
６　
FAX
２
４・４
６
３
８

★
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
４
３・６
６
５
５　
FAX
４
４・１
４
９
２



　

毎
年
、
冬
に

な
る
と
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流

行
が
み
ら
れ
ま

す
。
予
防
に
は
、

手
洗
い
や
う
が

い
な
ど
に
加
え
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が
有
効

で
す
。

　

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
方
と
３
歳

～
中
学
３
年
生
に
、
指
定
医
療
機
関

で
接
種
す
る
場
合
に
接
種
料
金
の
一

部
が
助
成
さ
れ
る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
券
」
を
送
付
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
活
用
く
だ
さ
い
。

※
接
種
券
は
、
10
月
上
旬
に
郵
送
し

ま
す
。

【
助
成
対
象
者
】

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
要
件
に

該
当
す
る
方

☆
高
齢
者

・
接
種
日
現
在
で
65
歳
以
上
の
方

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
や

腎
臓
、
呼
吸
器
、
免
疫
機
能
等
に
重

い
病
気
の
あ
る
方
（
身
体
障
害
者
１

級
程
度
）

★★

★★

★
男
性
の
料
理
教
室

　
　
　
　参
加
者
募
集

　

近
年
は
、

健
康
や
食

べ
る
こ
と

に
興
味
を

持
つ
男
性

が
増
え
、
自
分
の
食
事
は
自
分
で
作

れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
う
男
性

が
多
く
な
り
ま
し
た
。

★
季
節
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種

☆
小
児

・
３
歳
（
年
度
内
到
達
者
）
～
中
学

３
年
生

※
必
ず
し
も
接
種
を
受
け
る
義
務
は

あ
り
ま
せ
ん
。

【
接
種
場
所
】
市
医
師
会
に
加
入
し

て
い
る
医
療
機
関
（
小
児
と
高
齢

者
）、
ま
た
は
県
内
協
力
医
療
機
関

（
高
齢
者
の
み
）

【
助
成
内
容
】
接
種
費
用
が
軽
減
さ

れ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
券

を
郵
送
で
交
付

※
65
歳
以
上
の
生
活
保
護
者
に
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
個
人
負
担
免

除
券
を
交
付
し
ま
す
。

【
助
成
回
数
】

・
３
歳
～
小
学
生
…
２
回

・
中
学
生
と
高
齢
者
…
１
回

【
接
種
期
間
】

・
10
月
中
旬
～
12
月
30
日
（
水
）

※
接
種
す
る
医
療
機
関
に
、
予
約
が

必
要
で
す
。

※
接
種
日
現
在
で
、
65
歳
に
な
る
方

に
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
接
種

券
を
交
付
し
ま
す
。

※
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
後
、
免
疫
（
病

気
に
対
す
る
抵
抗
力
）
が
で
き
る
ま

で
約
４
週
間
か
か
り
ま
す
。接
種
は
、

11
月
下
旬
頃
ま
で
に
受
け
る
の
が
効

果
的
で
す
。　
　
　

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
●

　

今
年
は
、
従
来
の
季
節
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
加
え
て
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
は
、

手
洗
い
・
う
が
い
が
基
本
で
す
。
ま

た
、
人
の
混
み
合
う
閉
鎖
的
な
場
所

で
は
、
マ
ス
ク
も
あ
る
程
度
有
効
で

す
。
心
臓
・
腎
臓
・
糖
尿
病
・
喘ぜ

ん
そ
く息

な
ど
の
病
気
を
治
療
中
の
方
や
、
妊

婦
の
方
な
ど
は
、
重
症
化
し
や
す
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
体
調
管
理
に

留
意
し
、
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、

主
治
医
と
相
談
の
う
え
、
対
応
く
だ

さ
い
。

＊
詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

栄
養
や
食
事
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
、
簡
単
で
お
い
し
く
作
れ
る
レ
シ

ピ
を
、
男
性
向
け
に
紹
介
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
・
会
場
】

・
11
月
13
日
（
金
）
府
中
地
区
公
民
館

・
11
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

・
11
月
19
日
（
木
）
東
地
区
公
民
館

・
午
前
９
時
30
分
～

【
定
員
】
各
20
人
（
先
着
順
）

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

※
そ
れ
ぞ
れ
実
施
日
の
１
週
間
前
ま

で
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
、
電
話

ま
た
は
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
ダ
イ
エ
ッ
ト
倶
楽
部

で
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
成
功

　

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
６
月
29

日
か
ら
始
ま
っ
た
ダ
イ
エ
ッ
ト
倶
楽

部 

夏
コ
ー
ス
が
、
８
月
24
日
に
終

了
し
ま
し
た
。
８
週
間
で
、
最
終
回

ま
で
参
加
し
た
13
人
の
体
重
が
、
合

計
24
・
７
㎏
、
１
人
あ
た
り
１
・
９

㎏
減
り
ま
し
た
。
腹
囲
も
１
人
あ
た

り
６
・
４
㎝
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
体
重
が
減
っ
た
だ
け
で
は
な

く
、
血
圧
が
安
定
し
た
、
運
動
の
習

慣
が
つ
い
た
、
食
事
に
気
を
つ
け
る

よ
う
に
な
っ
た
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

効
果
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
倶
楽
部
で
行
う
の

は
、
食
事
や
運
動
の
目
標
と
計
画
を

立
て
て
記
録
す
る
こ
と
と
、
週
１
回

の
運
動
教
室
で
す
。
一
人
で
は
続
か

な
い
ダ
イ
エ
ッ
ト
も
、
仲
間
と
一
緒

に
行
う
こ
と
で
、
楽
し
く
励
ま
し
あ

い
な
が
ら
実
行
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
あ
き
ら
め
て
い

る
方
、
仲
間
と
一
緒
に
ダ
イ
エ
ッ
ト

に
再
度
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

次
回
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
倶
楽
部 

冬

コ
ー
ス
は
、
12
月
14
日
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
申
し
込
み
は
、
石
岡
保
健
セ

ン
タ
ー
窓
口
で
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。
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図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
10
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
３
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜

《
10
月
の
お
は
な
し
会
》

・
17
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜

中
央
公
民
館 

和
室

《
10
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
10
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
中

学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も

30
分
程
度
で
す
。興
味
の
あ
る
方
は
、

お
出
で
く
だ
さ
い
。

☎
２
４
・
１
５
０
７

　
「
人
形
劇
団　

木で

く偶
」
に
よ
る
楽

し
い
人
形
劇
で
す
。
気
軽
に
来
場
く

だ
さ
い
。

◆
日
時　

10
月
31
日
（
土
）

　

２
回
上
演
（
１
回
約
１
時
間
）

　

①
午
前
11
時
〜 

②
午
後
２
時
〜

◆
会
場　

中
央
図
書
館 

３
階
読
書
室

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム

《
お
は
な
し
会
に

　
　
　

参
加
し
ま
せ
ん
か
》

《
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
展
》

　

市
内
の
小
学
１
〜
３
年
生
の
読
書

感
想
画
を
展
示
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

課
題
図
書
を
読
ん
で
感
想
を
絵
で
表

現
し
た
も
の
で
す
。家
族
み
ん
な
で
、

お
出
で
く
だ
さ
い
。

◆
展
示
場
所
・
期
間

・
中
央
図
書
館 

３
階
読
書
室　

　

10
月
18
日
（
日
）
〜
25
日
（
日
）

※
19
日
は
休
館
日
で
す
。

・
中
央
公
民
館 

１
階
ロ
ビ
ー

　

10
月
31
日（
土
）〜
11
月
８
日（
日
）

※
11
月
２
・
３
日
は
休
館
日
で
す
。

《
人
形
劇
》
〜
入
場
無
料
〜

《
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ

ス
が
変
更
に
な
り
ま
す
》

 ２・ ３

９・ 16

23・24

26・30

10月

【休　館　日】

11月
  5・ 12

13 ・19

26・29 

　

・
命
の
ロ
ー
ソ
ク

　

・
海
の
ピ
エ
ロ

　

・
ね
ず
み
の
す
も
う

　

10
月
１
日
か
ら
、
図
書
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
が
新
し
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
と
も
な
い
、
ア
ド
レ
ス
が
変
更

に
な
り
ま
す
。

・
10
月
１
日
以
降

HPhttp://lib.city.ishioka.lg.jp/

　

幼
児
・
児
童
を
対
象
と
し
た
お
は

な
し
会
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」「
紙

芝
居
」「
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
」
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
中
央
図
書
館

・
お
は
な
し
玉
手
箱

　

毎
月
第
１
土
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
〜

・
お
は
な
し
会　

　

毎
月
第
３
土
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
〜

◎
中
央
公
民
館

・
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ

　

毎
月
第
２
土
曜
日

　

午
後
２
時
30
分
〜

※
開
催
日
な
ど
が
変
更
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
中
央
図

書
館
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

府
中
地
区
公
民
館
ま
つ
り

10
月 

17
・
18
日

【
日
時
】10
月
17
日（
土
）・
18
日（
日
）

・
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

【
場
所
】　

府
中
地
区
公
民
館

【
内
容
】　

公
民
館
同
好
友
の
会
会
員

や
公
民
館
主
催
講
座
受
講
生
に
よ
る

作
品
展
と
実
技
発
表

【
日
程
】

17
日
（
土
）

◉
作
品
展
示

・
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

◉
実
技
発
表

■
石
岡
・
府
中
太
極
拳
同
好
会

・
午
前
11
時
20
分
〜
11
時
50
分

■
文
化
協
会
大
正
琴　
　
　
　
　

・
午
後
１
時
20
分
〜
１
時
50
分

■
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
同
好
会　
　

・
午
後
２
時
〜
２
時
30
分

■
文
化
協
会
音
楽
部
（
に
じ
の
会
）

・
午
後
２
時
40
分
〜
３
時
10
分

18
日
（
日
）

◉
作
品
展
示

・
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

◉
実
技
発
表

■
文
化
協
会
民
謡
部　
　
　
　
　

・
午
前
10
時
40
分
〜
11
時
10
分

■
し
ら
か
ば
歌
謡
同
好
会　
　
　

・
午
前
11
時
20
分
〜
11
時
50
分

■
府
中
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
同
好
会

・
午
後
１
時
20
分
〜
１
時
50
分

■
日
本
と
世
界
の
う
た
講
座
有
志

・
午
後
２
時
〜
２
時
30
分

■
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
同
好
会　
　
　

・
午
後
２
時
40
分
〜
３
時
10
分

■
文
化
協
会
盆
栽
部
展
示（
工
作
室
）

・
15
日
（
木
）
〜
18
日
（
日
）

 

◆
問
い
合
わ
せ

　

 

府
中
地
区
公
民
館

　

 

☎
２
４
・
１
５
３
０

広報いしおか　№９６　２０



近
年
の
調
査
成
果
か
ら

が
販
売
提
携
を
解
消
し
た
の
は
昭
和

44
年
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の

歯
磨
き
粉
は
そ
の
間
に
作
ら
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
歯
磨
き
粉
が
出
土
し

た
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
す
が
、
か
つ
て

は
神
栄
製
糸
工
場
が
存
在
し
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
今
回
出
土
し
た
の

は
、
そ
の
女
子
寮
の
場
所
に
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
こ
の
歯
磨
き
粉
は
、
昭

和
27
年
〜
44
年
の
間
に
工
場
で
働
い

て
い
た
女
子
工
員
が
使
っ
て
い
た
も

の
で
は
、
と
想
像
さ
れ
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、作
ら
れ
た
実
年
代
と
、

使
用
し
た
人
間
と
が
わ
か
る
の
は
め

ず
ら
し
く
、
考
古
学
的
に
も
貴
重
な

例
に
あ
た
り
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
広
場
か
ら
は
、
ほ
か
に

も
戦
時
中
、
缶
詰
の
代
用
品
だ
っ
た

「
防

ぼ
う
え
い
し
ょ
く

衛
食
容
器
」
な
ど
、
貴
重
な
近

現
代
の
資
料
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
常
陸
風
土
記
の
丘
に
展

示
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
歯
磨
き
粉

も
10
月
か
ら
展
示
す
る
予
定
で
す
。

 シリーズ　49
文化振興課

　

文
化
振
興
課
で
は
、
道
路
工
事
や

住
宅
建
設
な
ど
の
開
発
に
あ
た
り
、

そ
の
場
所
で
の
遺
跡
の
存
在
を
確
認

す
る
試
掘
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
遺
跡
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま

う
場
合
に
は
、
本
格
的
な
発
掘
調
査

を
行
い
、
失
わ
れ
て
し
ま
う
遺
跡
の

情
報
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
調
査
成
果
の
な
か

か
ら
、
平
成
19
年
に
イ
ベ
ン
ト
広
場

か
ら
出
土
し
た
「
歯
磨
き
粉
」
を
紹

介
し
ま
す
。
一
見
、
普
通
の
歯
磨
き

粉
の
チ
ュ
ー
ブ
に
見
え
ま
す
が
、
下

端
に
は
小
さ
な
字
で
「
製
造
元 

サ

ン
ス
タ
ー
歯
磨
株
式
会
社
」「
販
売

元 

塩し
お
の
ぎ

野
義
製
薬
」
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。
ど
ち
ら
も

聞
い
た
こ
と
の
あ

る
会
社
名
か
と
思

い
ま
す
が
、
実
は

「
サ
ン
ス
タ
ー
歯

磨
」
と
名
乗
っ
た

の
は
、
昭
和
27
年
。

　

そ
し
て
、
両
社

イ
ベ
ン
ト
広
場
出
土
の

　
　
　
　
　
「
歯
磨
き
粉
」

イベント広場出土の歯磨き粉

石
岡
市
国
府
３-

１-

16　
　

問
い
合
わ
せ　

☎
２
７
・
５
１
７
１

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

開
館
時
間
：
午
前
10
時
〜
午
後
８
時　

休
館
日
：
木
曜
日

駐
車
場
は
、
ま
ち
か
ど
情
報

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
（
向
か
い

側
）・
市
営
駐
車
場
を
利
用

く
だ
さ
い
。

 

10
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

折
り
紙
教
室　

24
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
〜

育
児
サ
ー
ク
ル
（
わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ
）

　
　
　
　
　

   

毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
30
分
〜

心
と
体
の
健
康
相
談
／
お
し
ゃ
べ
り
交
流
会

                    

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
〜

日
本
語
教
室　

 

毎
週
金
曜
日　

午
前
10
時
〜

ち
り
め
ん
小
物
づ
く
り

           

３
日
・
17
日
（
土
）　

午
後
１
時
〜
４
時

ま
ち
か
ど
音
楽
祭

日
時　

10
月
11
日
（
日
）　

午
後
２
時
〜

会
場　

常
陸
國
総
社
宮

入
場
料　

５
０
０
円
（
小
中
学
生
は
無
料
）

出
演　

新
治
雅
楽
会
・
小
方
メ
モ
リ
ア
ル
コ
ー
ル

　

ま
ち
か
ど
音
楽
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ラ
イ
ブ
放
送
を
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
で
生
放
送
を
し

て
い
ま
す
。
出
演
者
も
募
集
し
て
ま
す
の

で
、イ
ベ
ン
ト
の
宣
伝
を
し
た
い
方
な
ど
、

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
放
送
の
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
！

雅
楽　

總
社
の
調
べ

　

恒
例
に
な
り
ま
し
た
演
奏
会

で
す
。
秋
の
訪
れ
た
總
社
の
杜

で
、
し
ば
し
雅
な
時
間
を
堪
能
く

だ
さ
い
。

※
夕
方
は
冷
え
ま
す
の
で
、
上
着

を
持
参
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送

　
　
　

ス
タ
ジ
オ
３
１
１
６

子
ど
も
た
ち
の
絵
画
展

10
月
３
日
〜
12
日

テ
ー
マ　
『
未
来
に
自
分
が

  

住
ん
で
み
た
い
マ
チ
や
家
』

　

市
内
の
小
学
５
・
６
年
生
が
描
い
た
作
品
展
で
す
。

お
は
な
し
な
あ
に

日
時　

10
月
17
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

『
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の

　

む
く
む
く
お
ば
け
を
作
ろ
う
！
』

暮
ら
し
の
中
の
税
金

  http//business1.plala.or.jp/matikado/

建
築
士
会
に
よ
る

ま
ち
か
ど
学
習
会

〜 

あ
な
た
の
税
金
の
疑
問
、

                            

不
安
に
答
え
る 

〜

日
時　

10
月
21
日
（
水
）　

午
後
２
時
〜
４
時

講
師　

川
並　

英
二 

氏

受
講
料　

無
料

時
の

記
憶

２１　 広報いしおか　№９６



◆
日
時　

10
月
23
日
（
金
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
雨
天
決
行

◆
出
発
（
正
面
玄
関
集
合
）

八
郷
総
合
支
所 

午
前
９
時

市
役
所 

午
前
９
時
20
分

◆
訪
問
先

　湖
北
水
道
企
業
団
配
水

場
～
茨
城
乳
業
（
株
）
～
昼
食
～
石
岡

酒
造（
株
）～
石
岡
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費
用　

１
２
０
０
円
（
昼
食

代
・
当
日
集
金
し
ま
す
）

◆
申
込
方
法　

電
話
で
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
乗
車
場
所
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
間

10
月
13
日
（
火
）
～
19
日
（
月
）

◆
募
集
人
員　

20
名
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

【
事
例
１
】
電
話
機

　
「
○
○
電
話
会
社
の
者
だ
が
…
」

と
言
っ
て
突
然
訪
問
さ
れ
、
電
話
が

通
じ
な
い
の
で
確
認
に
来
た
と
い
っ

て
電
話
を
か
け
始
め
た
。

☞　
「
故
障
し
て
い
る
の
で
交
換
す

る
」
と
言
わ
れ
、
４
万
７
０
０
０
円

で
電
話
機
を
購
入
さ
せ
ら
れ
た
。

【
事
例
２
】
ブ
レ
ー
カ
ー
な
ど

　

○
○
電
力
会
社
を
思
わ
せ
る
作

業
着
を
着
て
「
定
期
点
検
に
来
た
」

と
言
っ
て
家
に
上
が
り
、
ブ
レ
ー

カ
ー
を
見
て
い
た
。

☞ 

「
こ
の
ま
ま
で
は
漏
電
す
る
か

ら
交
換
す
る
」
と
言
っ
て
、
勝
手
に

交
換
し
て
お
金
を
請
求
さ
れ
た
。

※
電
気
設
備
の
検
査
や
点
検
は
、
４

年
に
１
度
と
法
令
で
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
場
合
は
会
員
証
の
提
示

や
名
刺
を
要
求
し
ま
し
ょ
う
。

【
事
例
３
】
消
火
器

　

町
内
の
人
と
思
わ
せ
る
雰
囲
気
の

人
が
来
て
、
大
学
ノ
ー
ト
を
見
せ
て

「
名
前
を
書
い
て
」
と
言
わ
れ
た
の

で
名
簿
と
勘
違
い
し
て
名
前
を
書
い

た
。

☞ 

１
万
６
８
０
０
円
を
請
求
さ
れ

て
、
消
火
器
を
買
っ
た
人
の
名
簿
だ

と
わ
か
っ
た
。
名
前
を
書
い
て
し

ま
っ
た
の
で
、
お
金
を
支
払
っ
た
。

※
事
例
の
訪
問
販
売
に
よ
る
契
約
は

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
対
象
に
な
り

ま
す
が
、
契
約
書
や
領
収
書
が
な

か
っ
た
た
め
に
取
り
消
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

＊
突
然
訪
問
を
受
け
て
、
点
検
の
費

用
や
機
器
費
用
を
求
め
ら
れ
た
場
合

は
、
そ
の
場
で
契
約
や
支
払
い
は
し

な
い
で
、
契
約
の
会
社
に
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
!!

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
内
）

☎
２
２
・
２
９
５
０　

月
～
金
曜
日

午
前
10
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時
30
分

　

本
年
の
ま
ち
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
は
、

「
大
人
の
社
会
科
見
学
」
と
題
し
、

普
段
は
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
施
設

や
工
場
を
見
学
し
ま
す
。

　

小
学
生
の
頃
を
思
い
出
し
、
皆
さ

ん
で
石
岡
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？

ハーモニーコーナー

か
が
や

き
の　
未来を拓

ひひ

く

　男
ひ
ひ
ひ
女 ひ
ひ

　

ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
く

だ
さ
い
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
市
役
所
１
階 

相
談
室
（
毎
週
木
曜
日
）

＊
八
郷
総
合
支
所
１
階 

相
談
室
（
今
月
は
10
月
27
日
（
火
））

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
予
約
先　

市
役
所 

企
画
課 

男
女
共
同
参
画
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

女
性
の
た
め
の

 
 
 
 

困
り
ご
と
相
談

午後1時30分
　　　　　～4時

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
役
所 

企
画
課

　
　
　

 

男
女
共
同
参
画
担
当

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

※
ま
ち
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
は
、「
石
岡

ハ
ー
モ
ニ
ー
ネ
ッ
ト
」
と
の
協
働
事

業
で
す
。

　

石
岡
ハ
ー
モ
ニ
ー
ネ
ッ
ト
は
、食
・

子
育
て
・
国
際
交
流
・
情
報
発
信
・

環
境
問
題
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
活
動
し

て
い
る
市
内
グ
ル
ー
プ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、

ま
ち
の
活
性
化
を
目
指

し
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ち
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
参
加
者
募
集

～ 

大
人
の
社
会
科
見
学 

～

昨年の様子（井関の大人形）

昨年の様子（高浜神社）
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俳

句
東
光
台　

斉
藤　

茂
男

稲
妻
や
底
ま
で
白
き
釜
の
め
し

国　

府　

大
場　

和
子

雲き
ら
ら母

虫
枕
詞
を
食
う
て
を
り

若　

松　

石
塚　

た
か

景
品
の
う
ち
わ
小
さ
な
風
が
く
る

南　

台　

伊
藤　

光
子

息
切
ら
し
山
が
あ
る
か
ら
夏
登
山

北
府
中　

野
村
畝
津
子

忘
れ
た
い
夏
も
出
て
来
る
資
料
か
ら

八
軒
台　

竹
内　

林
書

萩
に
来
て
一
人
の
旅
を
惜
し
み
け
り

瓦　

谷　

鈴
木　

浦
子

葉
隠
れ
に
摘
果
の
す
み
し
柿
育
つ

柿　

岡　

大
塚　

博
子

大
夏
木
参
道
覆
い
宮
包
み

片　

岡　

馬
場　

小
零

願
い
ご
と
忘
れ
て
茅
の
輪
く
ぐ
り

け
り

柿　

岡　

野
村　

京
子

８
の
字
の
作
法
に
く
ぐ
る
茅
の
輪

か
な　

　

　大谷
津　

海
老
澤
明
子

わ
が
庭
の
梅
の
古
木
が
葉
隠
れ
に
ま

ろ
き
実
を
見
す
七
年
ぶ
り
か

国　

府　

太
田　

緑

こ
の
年
も
暑
さ
に
耐
へ
て
秋
涼
の

川　

又　

関　
　

清
志

夢
は
昔
を

　伝
え
て
く
れ
る

　語
る
古
墳
に

　夏
の
月

下　

林　

加
藤　

弥
生

嬉
し
嫁
御
に

　身
重
の
知
ら
せ

　や
っ
と
産
声

　待
つ
家
族

柿　

岡　

鈴
木
千
代
子

浮
世
七
坂

　道
逸そ

れ
も
な
く

　八や

そ

じ

十
路
楽
し
く

　丸
く
住
む

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

別
れ
惜
し
ん
で

　振
る
夏
帽
子

　き
っ
と
ま
た
ね
と

　送
る
友

貝　

地　

前
島
く
に
子

海
に
潮
風

　砂
浜
ご
ろ
り

　ビ
キ
ニ
乙お

と
め女

に

　目
が
く
ら
む

国　

府　

大
西　

和
子

北
の
核
や
ら

　郵
政
バ
ト
ル

　ち
ょ
っ
と
戸
惑
う

　老
い
の
夏

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

夏
の
浜
辺
に

　想
い
出
一
つ

　遠
い
昭
和
の

　純
な
恋

東
石
岡　

岩
田　

正

ま
た
も
連
勝

　真
夏
の
鹿
島

　歓
呼
沸
き
立
つ

　ス
タ
ジ
ア
ム

国　

府　

篠
原
美
千
代

甘
い
ム
ー
ド
の

　二
人
の
部
屋
を

　そ
っ
と
覗
い
た

　夏
の
月

文
芸
い
し
お
か

文
化
協
会
だ
よ
り

第
42
回
石
岡
市
文
化
祭
の

　
　
　
　
　
　

開
催
に
つ
い
て

　
　
　

石
岡
市
文
化
協
会
事
務
局

　

本
年
、
第
42
回
石
岡
市
文
化
協
会
主

催
に
よ
る
石
岡
市
文
化
祭
が
、
10
月
10

日
を
口
切
り
に
、
11
月
15
日
ま
で
石
岡

市
民
会
館
や
各
公
民
館
な
ど
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

毎
月
、
こ
の
紙
面
に
お
い
て
文
化
協

会
に
所
属
す
る
団
体
の
紹
介
を
し
て
い

ま
す
が
、
文
化
祭
は
各
団
体
の
活
動
を

目
や
肌
で
感
じ
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

内
容
や
日
程
に
つ
い
て
は
、
広
報
い
し

お
か
９
月
15
日
号
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

折
り
込
み
ま
し
た
。
17
の
文
化
協
会
の

団
体
が
参
加
す
る
文
化
の
祭
典
で
す
。

ぜ
ひ
、
近
く
の
会
場
や
、
興
味
の
あ
る

部
門
の
発
表
へ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

  

暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
昨
今
で
す

が
、
今
こ
そ
「
心
」
が
必
要
な
時
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

こ
れ
か
ら
何
か

を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
、

文
化
協
会
に
参
加
し
て
、
わ
た
し
た
ち

と
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

●
問
い
合
わ
せ

石
岡
市
文
化
協
会
事
務
局

　
（
教
育
委
員
会 

文
化
振
興
課
内
）

☎ 

４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
３
３
）

風
の
お
と
づ
れ
ひ
た
す
ら
に
待
つ

村　

上　

小
松　

好
子

音
の
出
ぬ
口
笛
吹
け
ば
友
の
引
く
耳
聡

き
犬
尾
を
振
り
て
待
つ

東
石
岡　

長
谷
部
ミ
イ

朝
顔
の
播
き
ど
き
逸
し
種
を
ま
き
双

葉
の
ま
ま
で
梅
雨
明
け
と
な
る

井　

関　

木
間
塚
具
子

や
わ
ら
か
き
光
弧
を
描
き
乱
れ
飛
ぶ

木
陰
の
蛍
闇
に
紛
れ
る

東
石
岡　

田
村　

満
佐

な
が
る
る
汗
水
に
流
せ
る
喜
び
を
誰

に
か
告
げ
む
生
き
還
っ
た
よ
と

東
成
井　

小
島　

せ
ん

卒
寿
な
る
吾
も
人
の
子
時
折
は
幼

な
に
戻
り
ま
り
を
つ
き
た
し

山　

崎　

荒
井　

幸
子

二
人
目
の
孫
も
生
ま
れ
て
な
お
さ
ら

に
好
好
爺
と
な
り
し
実さ

と家
の
我
が
兄

柴　

内　

羽
生　

俊

そ
れ
ぞ
れ
に
病
気
の
自
慢
老
婆
ら
の

話
た
わ
い
な
く
ま
た
つ
つ
が
な
く

山　

崎　

鈴
木　

君
江

夏
本
番
刈
れ
ど
払
え
ど
伸
び
る
繁
る

雑
草
の
生
き
る
執
念
凄
し

    

市
民
ず
い
ひ
つ

　

二
人
の
養
子　
　

                         　

打
田　

昇
三

　

永
享
元
年
（
一
四
二
九
）
の
暮
に

府
中
城
主
・
大
掾
満
幹
と
嫡
子
・
慶

松
は
鎌
倉
に
呼
ば
れ
、
建
長
寺
下
の

谷
で
暗
殺
さ
れ
た
。
以
後
、
一
六
〇

年
ぐ
ら
い
は
細
々
と
続
い
て
も
、
こ

短

　
　歌

俳

　
　句

し
て
鎌
倉
管
領
・
足
利
持
氏
追
討
の

指
揮
官
と
な
り
養
父
・
大
掾
満
幹
の

仇
を
討
っ
た
。

　
　俚

　
　謡　
下　

林　

白
田　

正
源

夏
の
行
水

　釜
の
湯
汲
め
ば

　孫
が
つ
ま
ん
だ

　切
れ
う
ど
ん

の
時
が
「
大
掾
氏
の
実
質
的
滅
亡
」

で
あ
る
。

　

そ
の
半
年
ほ
ど
前
に
睨
み
合
っ
て

い
た
佐
竹
方
か
ら
申
し
入
れ
が
あ

り
、
当
主
・
義
人
の
三
男
（
義
倭
）

を
和
睦
の
証
と
し
て
養
子
に
迎
え
、

大
掾
憲
国
と
名
乗
ら
せ
て
い
た
。
鎌

倉
行
き
を
前
に
満
幹
は
「
…
万
一
の

事
あ
ら
ば
、
憲
国
を
当
主
と
し
て
大

掾
の
家
名
を
護
る
べ
し
…
」
と
家
臣

に
命
じ
て
い
た
が
、
出
来
の
悪
い
家

臣
団
は
こ
れ
を
守
ら
ず
傍
系
の
人
物

に
大
掾
を
継
が
せ
た
。

　

石
岡
に
居
ら
れ
な
く
な
っ
た
憲
国

は
、
佐
竹
へ
戻
り
一
族
の
戸
村
氏
を

継
い
で
、
太
田
城
の
一
角
に
住
み

「
南
殿
」
と
呼
ば
れ
る
歴
代
の
功
臣

に
な
っ
た
。
憲
国
の
父
・
義
人
は
、

鎌
倉
の
執
事
・
上
杉
憲
実
の
実
弟
で

佐
竹
義
盛
の
婿
養
子
に
な
っ
た
人
物

で
あ
る
。
こ
の
時
に
佐
竹
一
族
で
反

対
運
動
を
し
た
の
が
山
入
與
義
で
、

そ
の
姉
か
妹
が
大
掾
満
幹
の
奥
方
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
山
入
、大
掾
、

小
栗
な
ど
の
諸
豪
族
は
「
上
杉
禅
秀

の
乱
」
で
鎌
倉
管
領
を
敵
に
し
て
お

り
、
山
入
與
義
は
早
々
と
殺
害
さ
れ

て
い
た
。

　

大
掾
満
幹
ら
は
こ
の
乱
で
負
け
て

い
た
か
ら
没
落
は
仕
方
無
い
の
だ

が
、
勝
者
側
の
佐
竹
氏
（
鎌
倉
執
事

の
家
）
か
ら
養
子
が
来
れ
ば
「
大
掾

氏
に
対
す
る
扱
い
」
も
違
っ
て
き
た

の
で
は
な
い
か
…
。

　

上
杉
禅
秀
の
遺
児
・
教
朝
も
大
掾

満
幹
の
養
子
と
し
て
石
岡
、
水
戸
に

住
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
地
位
を
回
復

２３　 広報いしおか　№９６
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第９回
全国こども陶芸展 in かさま

　全国の小中学生を対象とした「第９回全国こども陶
芸展 in かさま」（茨城新聞社、笠間市などが主催）に
おいて、市内の小中学生が、Ｂ部門（小学４～６年生）
と C 部門（中学生）で特別賞に輝きました。

【C 部門】　　　         ▶
笠間日動美術館長賞

「エッフェル塔
　　　　in フランス」
中島 敏生さん

（国府中１年）

美　術　館

●小学部入賞
　彫刻「竹の子の里から」
　青木 裕

ゆ う こ

子さん
　（石岡小６年）

第 59 回 学展 

　　　　＝学生美術の祭典＝

　学生の美術振興を目的
に、初代会長 故・安井
曾太郎氏、故・西田信一
氏ら 8 人により設立さ
れ、学生美術の祭典とし
て知られる「学展」に、
市内の小学生が昨年に引
き続き、見事入賞を果た
しました。

◀【Ｂ部門】
　  茨城県知事賞
　 「たけのっこ！」
　  青木 裕子さん
　 （石岡小６年）

　
わが家の

アイドル

　　　　　　　　　　　　三　村
いつも元気で明るく、おしゃまな
あーちゃん。笑顔がかわいい女の
子です。
パパとママから　いつまでもお姉
ちゃんと仲良くね♥

大塚　 葵
あおい

ちゃん（３才６か月）

　　　　　　　　　　　　下　林
愛嬌たっぷりのまんまるな笑顔で
家族を和ませてくれます。
パパとママから　元気ですくすく
育ってね♥

澤田　樹
たつき

ちゃん（５か月）　

　わが家のアイドル（小学生未満）を
募集しています！ お子さんの成長の
記念にいかがですか？
　掲載を希望する方は、問い合わせく
ださい。
● 問い合わせ　市役所 秘書広聴課
    ☎ 23-1111（内線 213）


